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〔目的〕GIFT 法 （配偶子卵管内移植）は マ イ ク ロ サ

ージ ェ リ
ーで も開通 で きな い 両側 の 卵管閉塞以外の

全 て の 不妊症 が適応とな りうる治療法 で あ る 。 同法

を 1984年 6月よ り臨床 に応用 してきたが妊娠成功率

は 1割程度で あ っ た 。 今回我 々 は採取卵に体外培養

を追加 した後 に GIFT を施行す るとい う新 G 王FT

法を開始 し，妊娠率の向上 に 成功 した の で 報告す る 。

〔方法〕従来の GIFT 法 は 採卵 IO−−60分後に媒精を行

な い 卵管内 に 移植 した 。 今回我 々 は マ ウ ス を用 い た

動物実験 で卵胞卵を培養 した後 に体外受精 を 行 な う

と受精，卵割率が著明 に 上昇す る とい う結果の もと

に ，ヒ ト卵胞卵 に前培養を追加 しGIFT を施行 した 。

ヒ ト卵胞卵の前培養時間 は卵 の 成熟度 の 差 に よ り 4

〜20時間 とした 。　〔成績〕   1986年 4月よ り同年 9

月前半 まで の間に新 G 工FT 法を28例施行 し 12例 の

妊 娠 に 成功 した （妊娠率 43％）。 12例 の 中 に は 2例の

chemical 　 pregnancy ，　1例 の 卵管妊娠を認 めた 。

9例 の 妊娠継続例の 中 に は双胎 3例，品胎 1例を認

め た 。   妊娠群 ， 非 妊 娠群 に お け る平均採卵数 ，平

均 G1数 ，平均G 且＋ G2数 は そ れ ぞ れ 4．1，2．O
，
3，9 お

よ び 2．2，L2
，
1．6 で あ っ た 。   妊 娠群，非妊娠群に

お け る液化精液中精子数，精子運動率，媒精時精子

運動率お よ び精子数の 平均は そ れ ぞ れ 39、1× IO6ゾme ，

46．3％，63．6％，41．ixlo4／祕 お よ び 67．5× 106／mei

45．0 ％ ，
30．6 × IO4／． e で あ っ た 。　〔結論 ！GIFT 法

で 高 い 妊娠率を得る に は  採取 した卵胞卵に 繭培養

を行な う，  成熟 した 卵 胞卵を多数採取 し，複数個

の 成熟卵を移植す る ，   媒精時の 精子運動率 を 高 め

る こ とが必要 で あ る こ とが判明 した。さらに 本法 で

は体外で 成熟を完成 した と思われ る卵 と精子 と を卵

管 内 に移植す る た め に 多胎妊娠 の 発生率 が 高い 傾向

を ます と と もに卵管内妊娠を 1例認 め た 。

〔目的 〕不 妊症検査 の 進 歩 に よ り，難 治性不妊 の

適切 な 診 断 が 可 能 と な り，そ れ に 対 応 し た よ り有

効 な 治療法 の 選択 は 重 要な 課 題 で あ る。最近 ，配

偶
・
子卵 管内 移植 （GIFT ）が ， 卵 管疎通 性 を 有す

る 難治性不妊 に 対 す る 新 し い 治 療法 と し て 注 目さ

れ て い る 。 今回 ，当院 に お け る GIFT 妊娠症例 の

詳 細 を 分 析 す る こ と に よ り， G 至FT が有効 と な り

うる 不 妊 原 因 の 解 明 と， G 工FT 妊娠 の 予 後 に つ い

て 検 討 し た 。 〔方法 〕S ．60 ．3〜S61 ，7 間 の

GIFT 妊娠 32 症例 （原発 性 不 妊 26 例，続 発性 6

例 ）を対 象 と し ，主 た る不 妊 原因 の うち ，卵子

piek 　up 障害 （卵 管形 成術後 ），男 性不妊 ， 子 宮

内膜 症，卵 管 内精子輸送障 害 に つ い て 分 析 し ， さ

ら に 妊娠 の 予後 を検討 し た 。 〔成績 〕対 象 の 平 均

年令 は ， 32．8才（27〜38 ），平均不 妊期 閲は ， 7．8

年（3〜14 ＞で あ っ た 。
2 つ の 不妊 原因 を 有 す る も

の が 10 例 （ 31 ％ ）， 3 つ を 有 す る も の が 9 例（ 28

％ ），4 つ を 有 す る も の が 1 例 （3 ％ ）で あ つ た 。 卵

子 pick 　up 障 害 は 20 例 （63 ％）に 存在
』
し（microsurgery

後 4 例 ， 1・par・ … py 下 卵管形成 術 後 16 例 ）・男性

不妊 は ユ5 例 （47 ％ ）で 9 例 が 精子 受精能力異 常 を

伴 つ た 。 子 宮内膜症 は 18 例 （56 ％ ）で ，修 正 ア メ

リ カ 不 妊学会 豆期 9 例 ， fi期 4 例，嫐 期 4 例 ，保

存手 術後 1 例 で あ つ た 。卵管 内精子 輸送障 害 は 10

例 （31 ％）に 存在 し た 。 平 均 2，8 個 （1〜6 ）の 成熟

卵 子 を移植 し ， 双胎 6 例 （ 19 ％ ），流産 7 例 （22％），

子 宮外妊 娠 3 例 （9 ％ ）で あ つ た 。 現 在 17 例 が 分娩

し ，19 八 の 健 康 な 生 児を 得 て い る 。 　　 〔結論 〕

GIFT は 配偶子 が卵管 内 に 到達 で き な い 不 妊 原 因

に 対 し て 有効 で あ つ た 。 Si・k 精子受 精 aE力異常を

伴 う男 性不妊 に 対 し て も有効 で あ つ た 。
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